
ロータリーの原点に還る
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ロータリーの発足そして５大奉仕の歴史を学ぶ
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ロータリーの原点に還る
２０世紀初頭、急拡大するシカゴの街には多くの人々が集まり、

その混乱と不信なかロータリーが創立された
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クラブ奉仕と例会の歴史

■第１回の例会　　１９０５年２月２３日

３

ガスターバス・ローア（鉱山技師）

シルベスター・シール(石炭商）

ハイラム・ショーレー（洋服生地商）

ポール・ハリス(弁護士）

良質な職業人（事業の経営者、法律家、医師、宗教家など）が定期的に
会合を開き、親睦とお互いのビジネスを伸ばすことを考えた。

お互いの会社の利益のため、そして親睦が阻害されるので１業種
１人とする。・・・・・・・・多くの人の共感を得て会員急増
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クラブ奉仕と例会の歴史

■第３回の例会（会員９名） ３月２３日

３

■７回以降の例会

会員の事業所で代わる代わる２週間おきに例会をする

初代会長にシルベスター・シールがえらばれた

（依頼されたら快く引き受ける伝統が出来た）

ロータリーの名称の決定

会合場所がホテルになり、固定された。

時間励行が原則になり、昼食を皆で食べる習慣とした。

例会を１週間に１回とする。４回以上休むと会員失格となる
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クラブ奉仕と例会の歴史

■１９０６年 定款制定

３

■１９０６年 ＳＡＡの制定

１）本クラブの会員の事実上の利益の増大
（原始 職業奉仕）

２）通常社交クラブに付随する親睦及びその他
特に必要と思われる事項の推進

会場監督として

ＳＡＡ（Ｓｅｒｇｅｎｔ-ａｔ‐Ａｒｍｓ）の制定

例会における最高の権限を持つ

（原始的な職業奉仕で会員相互に利益を享受しあった）
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ロータリーマークの決定（１９０６年）

１９０６年制定 １９１０年制定 １９１３年制定 １９２６年制定

クラブ奉仕と例会の歴史

印刷屋のハリー・ラグルスが
馬車の車輪をデザインした

２０１２年
ロータリーのイメージアップ、
公共イメージの統一を図るため

ロータリーのロゴマーク、
ロゴタイプなどが一新されました。
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クラブ奉仕と例会の歴史

■卓話の始まり １９０７年より

３

■ロータリーソングの開始 １９０７年

会員の会社経営や労使問題などの経営上の悩みを

持ち寄って相談しあう、精神的互恵も定着した。

奉仕派と互恵親睦派との対立が激しくなった、会場の
議論の場を和らげるために、ハリー・ラグルスが歌い
始めたのが現在も続いている。

ポールハリスが好んで使っていた言葉『寛容』
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１９０７年 社会奉仕の始まり
ドナルドカーターの入会拒否事件

①定款の追加（社会奉仕の原点）

シカゴ市の最大の利益を推進し、シカゴ市民としての

誇りと忠誠心を市民の間に広める

②シカゴ市内に公衆便所の設置（１９０９年）

ロータリー史にみる５大奉仕社会奉仕の歴史
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クラブ奉仕と例会の歴史

■ロータリークラブの 拡大 １９０８年～

３

■ ロータリークラブ連合体の設立 １９１０年

ポールハリスの尽力で２つ目のクラブが創立された

サンフランシスコロータリークラブ創立

そして オークランド、シアトル、ロサンゼルス

ニューヨーククラブ創立

シカゴ大会にて

全米１６クラブの連合体が結成された

初代会長にポールハリスが就任そして海外へ
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１９１０年 職業奉仕の始まり

全米ロータリークラブ連合会第１回シカゴ大会

ロータリーの目的（綱領）が作成

その4条に『進歩的で尊敬すべき商取引の推進』

そして

アーサーシェルドンが 年次大会（シカゴ）でスピーチ

『最もよく奉仕するもの、最も多く報いられる』

Ｈｅ ｐｒｏｆｉｔｓ ｍｏｓｔ ｗｈｏ ｓｅｒｖｅｓ ｈｉｓ ｆｅｌｌｏｗ ｂｅｓｔ！

正式なモットーになる

Ｈｅ ｐｒｏｆｉｔｓ ｍｏｓｔ ｗｈｏ ｓｅｒｖｅｓ ｂｅｓｔ”
現在のモットー

One ｐｒｏｆｉｔs ｍｏｓｔ ｗｈｏ ｓｅｒｖｅs ｂｅｓｔ

ロータリー史にみる４大奉仕職業奉仕の歴史
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『超我の奉仕』

“Ｓｅｒｖｉｃｅ，ｎｏｔ Ｓｅｌｆ”
自分達で商取引を独占するのでなく、他の人

達にも分け与える必要がある

フランク・コリンズ
１９１１年ポートランド大会にて大会宣言の結びとして発表

１９５０年デトロイト大会でにモットーとなった。

“Ｓｅｒｖｉｃｅ ａｂａｖｅ ｓｅｌｆ”

１９１１年全米連合会 年次総会

職業奉仕の歴史



12

１９１０年 ロータリークラブ全米１６クラブの
連合体の設立
初代会長にポール・ハリス
カナダ、英国にＲＣ設立

１９１９年第１次世界大戦終了と同時に世界中に拡大

１９２０年 日本の東京ＲＣが設立

１９２２年 連合体が国際ロータリーと改称

ＲＯＴＡＲＹ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ （ＲＩ）が発足
国際奉仕の理念が作られた
綱領６ 「ロータリーの奉仕の理想に結ばれた実業人と専門
職業人の世界的親交によって、理解、親善と国際間の平和
を増進する」

国際奉仕の理念の確立

国際奉仕の歴史
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1917年 アーチ・クランフはアメリカ・ジョージア州アトランタで
開催された国際大会で、「ロータリーが基金をつくり、

全世界的な規模で、慈善、教育、その他、社会奉仕の分野で、

何かよいことをしようではないか」と提案

19４7年 ポールハリスが死去し、その死を悼んで多くの寄付 が集
まり、目標の２００万ドルが集まりました。

その後財団の教育的、人道的なプログラムがスタートしました。

ロータリー財団の始まり

国際奉仕の歴史



14

決議２３－３４の背景

職業奉仕活動派

“Ｈｅ ｐｒｏｆｉｔｓ ｍｏｓｔ
ｗｈｏ ｓｅｒｖｉｃｅｓ ｂｅｓｔ“
『最も奉仕するもの

多く報われる』

奉仕の心を形成する

「理論派」
Ｉ ｓｅｒｖｅ ！

１９１２年～１９２３年まで
奉仕活動の実践をめぐって論争が始まる

社会奉仕活動派

“Ｓｅｒｖｉｃｅ ａｂａｖｅ ｓｅｌｆ”
『超我の奉仕』

身体障害児救済活動
奉仕活動の実践

「実践派」
Ｗｅ ｓｅｒｖｅ ！
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１９２３年 セントルイス宣言

「決議２３-３４」

「綱領に基づく諸活動に関するロータリーの方針」

「社会奉仕に関するロータリーの方針」
『奉仕するものは行動しなければならない・・・・・・』

奉仕の理念と社会奉仕の理念の確立

奉仕の理念確立
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４つのテスト

言行はこれに照らしてから

１）真実か どうか

２）みんなに公平か

３）好意と友情を深めるか

４）みんなのためになるか どうか
１９３２年 ハーバート･テーラー発表

職業奉仕の実践

１９３２年ハーバート・テーラー発表

職業奉仕の歴史
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日本ロータリーのスタート

１９２０年 日本に初めてロータリークラブが誕生

１９２０年１０月２０日 東京ロータリークラブの創立
１９２１年４月１日 国際ロータリーから世界で８５５番目のクラブ

として承認された

創立にあたっては米山梅吉と福島喜三次の両氏の努力による
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クラブ奉仕と例会の歴史

■メークアップの規定 １９２２年より

３

■ ニコニコ箱の開始 １９３５年

例会欠席を他クラブへ出席して補う規定を設けた

ニコニコ箱を大阪ロータリークラブが開始した。

■ ２００１年～ 規定の緩和

一人一業種の原則が無くなり。

例会出席の規定が緩和された。（６０％以上の出席等）

Ｅクラブへのメークアップが認められて。



１９９２年 「決議９２－２８６」（サンフランシスコ宣言）

社会奉仕に関する声明ということで現在の指針

１）地域社会内を定期的に調査し、各クラブ会員に地域ニーズを検討する。

２）会員のたぐいまれなる職業上の能力や趣味の力を活かすこと。

３）地域ニーズを汲み。地域内のクラブの立場や力量を勘案して始めること。

４）インターアクト、ローターアクトその他のグループと緊密に協力すること。

５）社会奉仕プロジェクトが一般の人々に十分に認められるようにすること。

『ロータリーらしい地域社会奉仕』の指針

社会奉仕の歴史
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２０１１年規定審議会で社会奉仕委員会などから独立

新世代委員会創設

２０１３年規定審議会で名称変更

新世代委員会から青少年奉仕委員会へ

社会奉仕などから独立

青少年奉仕の歴史

青少年交換委員会
ローターアクト、インターアクト委員会など
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◼ そして2022年、世界のロータリーは

全世界200カ国で

ロータリークラブは３５００以上

120万人のロータリアン

日本では ２２２２クラブあり、

８．４万人のロータリアン

ピーク時は12万人いました。
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◼ このように世界中に拡大した要因の1つ

『寛容』
◼ ロータリーは創立以来、多様性を重要視してきました。

◼ 職業、人種、国、言語、宗教、性別、考え方など

◼ これらの違いを互いに尊敬を持って

認あうこと・・・・寛容です。

これはロータリーの原点でもあります



ロータリーの組織運営について

国際ロータリーＲＩ

２５８０地区 ２７５０地区

東京南部とガアム島等

東京北部と沖縄
７０クラブ

中央分区 北分区 東分区 武蔵野分区 多摩分区 沖縄分区

東京北ＲＣ 東京池袋豊島東ロータリークラブ 東京王子ＲＣ

日本全国３４地区
第２ゾーン：関東、中部 第３ゾーン：関西、中国、九州

第１ゾーン：東北、北部

ガバナー

ＲＩ会長
理事会


